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１. はじめに 

デジタルサイネージ（以下，サイネージ）は，

都市部を中心に設置数が増加している．2022 年

に CARTA HOLDINGS 社が実施した調査[1]に

よると，サイネージ広告の市場規模は 690 億円

であり，2026 年には 1,338 億円になると予測さ

れている．サイネージには，広告効果の評価に

必要な視認後の行動を正確に把握できない課題

が存在する．この課題に対して，画像解析によ

り視認者数を把握してサイネージの広告効果を

評価する研究[2][3]が実施されている．これらの

研究では，サイネージの視認数を効果測定の指

標として採用しているが，視認後にその店舗を

訪問したかなどの時系列を考慮した評価は行わ

れていない． 

そこで著者らは，広告視認後の行動を把握す

るため，サイネージと広告主の店舗にて設置さ

れたカメラ映像を解析して，人物識別すること

により，広告視認者の行動を把握する手法[4]を

提案した．しかし，サイネージの視認動画には

正面画像以外も含まれるため，識別精度が低い

課題があった．そのため，本研究では，サイネ

ージの視認動画から人物の正面顔画像を抽出す

る処理を追加し，識別精度の向上を図った． 

２. 研究概要 

２．１ 全体システムの構想 

サイネージを用いた広告効果評価システムの

全体イメージを図１に示す．画面切り替えシス

テムは，人物の接近具合に応じて，表示内容の

詳細度を変化させてコンテンツの切り替えを行

う．スマートフォン連携システムは，接近した

人物のスマートフォンにクーポンや情報を送信

するシステムである．サイネージに搭載された

スマートフォンから接近したスマートフォンの

アプリに対し Bluetooth を用いてクーポンなど

を配信する．行動追跡システムは，サイネージ

を視認した後に広告に表示された店舗を訪問し

たかどうかを把握する．本システムでは，

COVID-19 の影響により多くの店舗に導入され

た来店確認端末と連携し，それぞれで取得した

人物の顔の特徴量を比較して来店の有無を把握

する．本稿では，行動追跡システムの実現方法

及び識別精度の向上を図った人物照合について

詳述する． 

２．２ 行動追跡システムの処理フロー 

行動追跡システムの処理の流れを図 2 に示す．

本システムでは，まずサイネージに内蔵される

カメラと，体温測定のために店舗に設置される

来店確認端末のカメラを使用し，人物の動画を

撮影する．次に，各動画から正面顔画像を抽出

し，顔の特徴量を取得してデータベースに保存

する．最後に，顔の類似度を算出し，類似度の

高い視認者と関連付けて出力する． 
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図 1 広告効果評価システムのイメージ 
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図 2 行動追跡システムの処理フロー
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表１ 人物照合の実験結果 

全
デ
ー
タ
の 

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド 

距
離
（
平
均
） 

 ②サイネージ視認者の顔画像群（全画像セット） 

手法 face_recognition(Dlib) 

画像数(枚) 522 406 32 370 74 228 57 903 194 20 

人物 A B C D E F G H I 対象者以外 

①
正
面
の
顔
画
像 

（
各
１
枚
） 

A 0.3933 0.5168 0.5117 0.6122 0.4573 0.5838 0.5847 0.4871 0.6170 0.7609 

B 0.4691 0.3953 0.4697 0.5962 0.4248 0.5606 0.5288 0.5310 0.6282 0.7686 

C 0.4966 0.4768 0.3775 0.6195 0.4823 0.6022 0.5883 0.5822 0.6666 0.7535 

D 0.5280 0.4883 0.5320 0.4077 0.4492 0.5044 0.5327 0.5407 0.6457 0.7882 

E 0.4825 0.4629 0.5468 0.5541 0.2902 0.5681 0.5866 0.5167 0.6299 0.7546 

F 0.5336 0.5568 0.5343 0.5938 0.5340 0.4036 0.5684 0.5802 0.6226 0.7893 

G 0.5103 0.5292 0.5591 0.6185 0.4713 0.5695 0.4144 0.5535 0.6559 0.8141 

H 0.4609 0.5639 0.5668 0.6180 0.4583 0.6351 0.6053 0.4344 0.6376 0.7910 

I 0.5485 0.5510 0.5673 0.6342 0.5759 0.6073 0.5567 0.5568 0.5343 0.8154 

 

３. 人物照合の実験 

３．１ 実験概要 

本実験では，サイネージ視認者の顔画像と，

店舗の来店確認端末で取得した顔画像との比較

によって，同一人物の特定が可能かを検証する． 

正面顔画像の判定及び類似度の算出には，

Dlib[5]をベースとした Pythonの顔認識ライブラ

リである face_recognitionを採用する． 

３．２ 実験データ 

実験データは，大阪経済大学の学生 9 人の協

力のもと作成した．本実験では本番環境を想定

し，来店確認端末と同様に顔を正面から動画撮

影したもの（①）と，サイネージの上部と同様

の高さからスマートフォンにて動画撮影したも

の（②）を採用する．予め動画の全フレームを

静止画として切り出した後，全てのフレームか

ら face_recognitionによる正面顔画像の切り出し

を実施し，その後手作業により人物ごとに分類

する．なお，②を分類する過程で対象者の顔画

像以外の画像が 20枚あることを確認した． 

①に対しては各人物 1 枚を無作為に選ぶ．ま

た，②は全画像を採用し 1 人につき 32～903 枚

の顔画像群となる．  

サイネージの視認時は，画面を視認すること

から正面を向いた顔画像が取得可能であり，来

店確認端末も正面の顔画像を得ることができる

ため，高精度な比較が可能となる． 

３．３ 実験結果と考察 

人物照合の実験結果を表 1 に示す．表 1 は，

店舗で取得した正面の顔画像と，サイネージ視

認者の顔画像群を比較し算出したユークリッド

距離の平均を示している．値が小さいほど類似

度が高く，それぞれ最も類似度が高いデータに

は下線を付している．実験の結果，9 人全員につ

いて同一人物の画像との類似度が最も高いとい

う結果が得られた． 

表 1 の結果から face_recognition を用いれば

正面の顔画像とサイネージ視認者の顔画像群と

の比較において，同一人物の特定が十分に可能

であるといえる．本実験では，実験データ作成

時にサイネージ視認者の顔画像の数も多く取得

できたため，正確な結果が得られたと考える． 

４. おわりに 

本研究では，サイネージ視認者と店舗訪問者

の顔画像の類似度から同一人物を特定し，サイ

ネージの効果検証を行う手法に，正面顔画像を

抽出する処理を追加し識別精度の向上を図った． 

実験では，サイネージ視認者の顔画像群と正

面からの顔画像との類似度の算出を行った．そ

の結果，同一人物の特定は十分に可能であると

の結果が得られた． 

今後は，本番環境における利用を想定し，マ

スクやメガネ等を装着していても正確な照合が

できるよう，改善を試みる予定である． 
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